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矢
上
高
校
は
、
邑
南
町
の
中
で
、
長
い
時
間
を
か
け
て
育
て

て
い
た
だ
い
て
い
る
学
校
で
す
。
卒
業
生
の
方
、
家
族
が
通
っ
て

い
た
方
、
何
と
な
く
名
前
を
知
っ
て
い
る
と
い
う
方
も
お
ら
れ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

今
回
は
、矢
上
高
校
の「
こ
れ
ま
で・今・こ
れ
か
ら
」に
つ
い
て
、

紹
介
し
ま
す
。

矢
上
高
校
の
「
こ
れ
ま
で
」 

 　
　
　

▼ 

▼
地
域
と
と
も
に
歩
ん
で
き
た
時
間

矢
上
高
校
は
、
島
根
県
の
施
策
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
昭
和
23
年
、「
こ
の
地
に
、
高
等
教
育
の
場
を
」

と
い
う
、
地
域
の
強
い
想
い
に
よ
り
創
立
さ
れ
ま
し
た
。「
地
域

の
発
展
は
、
人
づ
く
り
に
あ
る
」
と
い
う
考
え
に
共
感
す
る
方
々

の
思
い
が
重
な
り
、
矢
上
高
校
創
立
と
い
う
大
き
な
歩
み
を
進

め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

矢
上
高
校
の
土
地
を
提
供
さ
れ
た
植
田
三
四
郎
さ
ん
は
、「
私

た
ち
は
ど
ん
な
犠
牲
を
払
っ
て
も　

矢
上
高
校
を
つ
く
る
大
事
業

を
成
し
遂
げ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
子
孫
の
た
め
に
残
す
も
の
に

こ
れ
以
上
の
も
の
は
な
い
の
で
す
。
そ
の
た
め
に
毎
日
１
時
間
以

上
余
計
に
働
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」
と
語
ら
れ
た
と
い
い
ま

す
。
そ
の
言
葉
の
も
と
、
力
を
出
し
合
い
、
経
費
を
抑
え
る
た

め
、
機
械
に
頼
ら
ず
人
の
手
で
敷
地
を
整
地
し
、
校
舎
建
築
に

用
い
ら
れ
た
木
材
の
伐
採
や
運
搬

も
、
人
力
に
よ
る
奉
仕
で
進
め
ら

れ
ま
し
た
。
延
べ
７
６
６
４
人
に

及
ぶ
方
々
の
関
わ
り
が
あ
り
、
校

歌
に
あ
る
と
お
り
、
矢
上
高
生
は

地
域
の
人
々
の
「
愛
と
奉
仕
」
に

よ
っ
て
こ
の
地
に
根
を
下
ろ
し
て

い
き
ま
し
た
。

矢
上
高
校
の
歩
み
の
中
に
は
、
地
域
の
人
た
ち
が
、
教
育

を
大
切
に
し
、
支
え
て
き
た
時
間
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
後
、

時
代
の
変
化
に
合
わ
せ
て
学
科
の
形
は
変
わ
っ
て
き
ま
し
た

が
、
地
域
の
暮
ら
し
や
産
業
と
結
び
つ
い
た
学
び
は
、
今
も

受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
受
け
継
が
れ
て
き
た
考
え
方
が
、
初
代
校
長
・

岡
磯
吉
先
生
の
言
葉
に
込
め
ら
れ
、
創
立
五
十
周
年
の
節
目

に
、
校
訓
と
し
て
あ
ら
た
め
て
言
葉
に
さ
れ
ま
し
た
。

『
腕
に
覚
え
の
あ
る
人
間
・

筋
金
の
通
っ
た
人
間
・
思
い

や
り
の
あ
る
人
間
』

こ
の
校
訓
は
、
時
代
が
変

わ
っ
て
も
色
あ
せ
る
こ
と
な

く
、
今
も
矢
上
高
校
の
学
び
の

土
台
と
し
て
大
切
に
さ
れ
て
い

ま
す
。

年 学校・学科の動き
1947年

（昭和22年）
中等学校令により矢上村立実業学校
となる（農林科・家政科を設置）

1948年
（昭和23年）

島根県立矢上高等学校となり、
県立へ移管（普通科）

1950年
（昭和25年）

学科編成を普通科・農林科とする

1956年
（昭和31年）

家庭科 設置認可

1977年
（昭和52年）

家庭科の募集停止
農業科に 農業コース・生活コース を設置

1993年
（平成5年）

農業科を改編し、
産業技術科（植物・動物・工業）を設置

2016年
（平成28年）

普通科の類型名称を変更
Ⅰ類型：総合コース
Ⅱ類型：探究コース

現在 普通科・産業技術科の２学科体制で、
現在に至る

【学校・学科編成のあゆみ】

当時の校舎本館玄関（現在の駐車場）

校訓碑（矢上高校駐車場）

地域と共に未来を拓く地域と共に未来を拓く　　～～１９２３年から続く、地域とともにある学校～１９２３年から続く、地域とともにある学校～
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矢上高校についてもっと深く知りたいこと、今回の内容のこと
についてぜひご意見、感想などお寄せください。

企　画：島根県立矢上高等学校
　　　  魅力化推進センター担当：龍河・小林       
メール ： yakami.miryokuka@gmail.com

 

矢
上
高
校
の
「
今
」

　
　
　
　
　
　

■
少
し
ず
つ
変
わ
り
な
が
ら

現
在
は
、
こ
れ
ま
で
大
切
に
さ
れ
て
き
た
学
び
や
地
域
と
の
関
わ
り

を
土
台
に
し
な
が
ら
、
高
校
魅
力
化
の
取
り
組
み
を
続
け
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
矢
上
高
校
は
、
学
校
だ
け
で
考
え
る
の
で
は
な
く
、
地
域
の

皆
さ
ん
と
と
も
に
考
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
中
学
生
、
保
護
者
、

地
域
、
生
徒
、
先
生
、
そ
れ
ぞ
れ
が
「
矢
上
高
校
で
よ
か
っ
た
」「
矢
上
高
校

に
行
き
た
い
」
と
思
え
る
よ
う
、学
校
や
地
域
の
方
々
と一緒
に
考
え
な
が
ら
、

第
３
期
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
言
葉
に
し
、
み
ん
な
で
つ
く
る
学
校
を
目
指
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
支
え
て
い
た
だ
い
た
感
謝
を
胸
に
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
と
と
も

に
歩
ん
で
い
く
た
め
に
。
ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
の
お
力
を
お
貸
し
く
だ
さ
い
。

矢
上
高
校
の
「
こ
れ
か
ら
」
▲
▲
こ
の
町
と
と
も
に

・
全
国
か
ら
生
徒
が
や
っ
て
く
る
高
校
へ

矢
上
高
校
で
は
、「
し
ま
ね
留
学
」や「
地
域
み
ら
い
留
学
」を
通
し
て
、

県
外
か
ら
も
生
徒
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
生
徒
募
集
の
た
め
だ
け
で

は
な
く
、
異
な
る
背
景
を
も
つ
生
徒
が
同
じ
場
で
学
ぶ
こ
と
で
、
町
内

や
県
内
の
生
徒
に
と
っ
て
も
、
新
し
い
視
点
や
刺
激
が
生
ま
れ
る
こ
と

を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

・
地
域
で
学
ぶ
「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」

普
通
科
で
は
、
英
語
や
数
学

と
い
っ
た
教
科
の
学
び
に
加
え
、

「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」
と

い
う
授
業
が
あ
り
ま
す
。
生
徒

は
自
分
の
興
味
関
心
か
ら
問
い

を
立
て
、
地
域
の
中
で
活
動
し
、

地
域
の
方
々
と
関
わ
り
な
が
ら

学
ぶ
こ
と
で
、
教
室
だ
け
で
は

得
ら
れ
な
い
気
づ
き
や
学
び
を

積
み
重
ね
て
い
ま
す
。

・
技
術
を
生
か
し
、
誰
か
の
役
に
立
つ
学
び

産
業
技
術
科
で
は
、
農
業
や
畜
産
、
工
業
な
ど
、
こ
れ
ま
で
学

ん
で
き
た
技
術
を
生
か
し
、「
誰
か
の
た
め
に
な
る
こ
と
」
を
意
識

し
た
研
究
や
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。「
矢
高
味
噌
」
は
、
６０

年
に
わ
た
っ
て
受
け
継
が
れ
て
き
た
技
術
を
生
か
し
、
学
期
に一度
、

矢
高
シ
ョ
ッ
プ
や
町
内
の
商
店
で
販
売
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
中
野

に
あ
る
第
二
農
場
で
は
、
和
牛
の
飼
育
や
人
工
授
精
に
関
す
る
研

究
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。工
業
コ
ー
ス
で
は
、木
工
班
や
ス
マ
ー

ト
農
業
班
に
分
か
れ
、
人
の
役
に
立
つ
も
の
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま

す
。

・
地
域
の
中
で
育
て
て
い
た
だ
く
経
験

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
を
通
し
て
、
生
徒
た
ち
は
地
域
の
方
々

と
日
常
的
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
活
動
の
中
で
教
え
て
い
た
だ
く
こ

と
も
多
く
、
生
徒
た
ち
は
地
域
の
人
た
ち
に
育
て
て
い
た
だ
き
な

が
ら
、
学
校
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
が
続
け
ら
れ
て
い
る
の

は
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
支
え
て
い
た
だ
い
て
い
る

か
ら
こ
そ
で
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
経
験
が
、

生
徒
一
人
ひ
と
り
に
と
っ
て
地
域
を
身
近
に
感
じ

る
き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
ま
す
。
将
来
の
進
路
は

さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
こ
の
地
域
で
過
ご
し
た
時

間
が
、
い
つ
か
「
戻
っ
て
き
た
い
」「
関
わ
り
続

け
た
い
」
と
い
う
思
い
に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と

を
、
私
た
ち
は
願
っ
て
い
ま
す
。

スマホ教室の開催（総合的な探究の時間）

和牛を飼育・調教（第2農場）
和牛能力共進会全国大会出場を目指す意見・感想フォーム

校内にある畑を耕す（産業技術科）
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　１月1０日（土）、新春を飾る邑南町消防出初式が井原公民館
で開催されました。
　今回の出初式は、前日までの悪天候のため、体育館で式典
のみの実施となりましたが、団員約３５０人が参加し、長年にわ
たり消防団員として活躍された方への表彰が行われました。
大屋町長は「近年増加する林野火災などの災害から町民の生

命と財産を守るために消防防災施設や、環境の充実強化、団員
の加入促進に努め災害が起きても死者ゼロを目指していく」と防
災への決意を表明しました。

　石見中学校新校舎建築工事施工者の今井産業・溝辺組・石
見工業特別共同企業体より、石見中学校に対してテント2張の
寄贈申し出があり、1月 7日、大屋町長が目録を役場本庁で
受け取りました。
　寄贈いただいたテントは今後、石見中学校で行われる様々な
行事で活用されます。

石 見中学校にテントを寄贈

令 和８年邑南町消防出初式

表彰を受ける退団者
　昨年は、町内の火災発生が６件と令和６年に比べて３件増加しました。今
年も日頃から防災意識を高め、より安全で安心なまちを目指しましょう。

左から小泉氏、溝邊氏、今井氏、大屋町長、
大橋教育長、石田校長

島根県８０２０よい歯のコンクールで、阿須那地区の井上齊さ
んと井上福子さんが夫婦で優良賞を受賞し、１月１６日に島根県
歯科医師会からの賞状の贈呈を受けました。
　井上さん夫妻は２５本以上の歯を保っており、「歯医者をまめ
に受診し、定期的なメンテナンスが大事」と言われました。

健 康な歯は、一生の宝物

　１月３０日に矢上高校で探究・研究発表や対話を行う「矢上高
校 未来フォーラム」が行われました。
　前半は高校内の９つの会場で、矢上高校の生徒や矢上小学校
の児童が調べ学んだ、医療や自然、農業など多岐にわたる発表
をしました。後半は、次々と相手を替えながら対話を行う「トー
クフォークダンス」が行われ、発表であった発見など参加者同
士で対話が行われました。発表を聞いていた人は「地域医療の
人材の話をきいたが、よく調べられていた」と驚いた様子でした。

学 び、伝え、対話する「未来フォーラム」

賞状を手にする福子さんと齊さん
※8020運動・・・80歳になっても食事を楽しめる基準となる20本以上
の自歯を保とうという運動。歯の健康は健康長寿への一番の近道です。

グミのことを発表する、矢上高生の沖田さん
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邑南町母子家庭等児童入学就職支度金
　母子・父子家庭等の子が入学または就職する際に、入学支度金または就職支度金が支給されます。

【対象者】
　　邑南町内に住所を有し、入学または就職す
　る２０歳までの子を養育している人
【支度金の額】
　　２０,０００円（対象となる子一人につき）
【締め切り】

令和８年３月１６日（月）

【問い合わせ先】
　医療福祉政策課（子どもまるごと相談室）
　　☎ 95-1168　(IP 3008)
　瑞穂支所窓口グループ
　　☎ 83-1121　(IP 5000)
羽須美支所窓口グループ　
　　☎ 87-0221　（IP 6500）

　住みよい邑南町を築くためには、町民だれも
が意欲に応じてあらゆる分野で活躍できる「男
女共同参画社会」の実現が不可欠です。この実
現を目指して策定した「邑南町男女共同参画計
画」の実施状況の検証などをしていただく邑南
町男女共同参画推進委員会委員を募集します。
邑南町の男女共同参画社会形成推進の施策に

関心がある方、家庭や地域の中で性別によって
不利益を感じたことがある、疑問に思うことがあ
るという方など、ぜひご意見を聞かせてくださ
い。

住　所 邑南町内に住所があること

年齢・性別 問いません

経費の支給 委員会出席のための交通費、日当を支払
います

委員の任期 令和 8年４月１日～令和 10年３月３１日

応募締切 令和８年3月12日（木）

応募方法

役場窓口にある応募用
紙に記入し、役場町民
課または各支所窓口グ
ループへご提出いただ
くか、二次元コードを読
み取り、WEBから申し
込んでください

邑南町男女共同参画推進委員会委員を募集します

【問い合わせ先】町民課☎ 95-1114　IP 3006

転出届・転入予約はマイナポータルからもできます！
　マイナンバーカードを使って、マイナポータルからオンラインで転出届および転入予約（来庁予
定の連絡）をすることができます。このサービスを利用すると、転出届については邑南町役場への
来庁が原則不要となります。（転出に伴う水道等のその他の手続きが必要な場合があります。）
　マイナポータルを通じて転出届の提出をした後は、転入先市区町村の窓口で転入届等の手続き
が必要です。

　◎利用できる方
　　電子証明書が有効なマイナンバーカードを
　お持ちで、日本国内に転出をされる方

【問い合わせ先】
　町民課
　　☎ 95-1114　(IP 3006)
　瑞穂支所
　　☎ 83-1121　(IP 5000)
　羽須美支所
　　☎ 87-0221　（IP 6500）

引越し手続オンラインサービス

 https://myna.go.jp/html/moving_oss.html

検索
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島根県収入証紙を廃止します
県の手数料等の納付に使用する収入証紙を令和８年３月末日をもって廃止し、新たな納付方法に移行しま

す。（※）
・販　売：令和８年３月末日まで
・使　用：令和８年９月末日まで
・未使用の収入証紙の還付：令和 13年３月末日まで

収入証紙に代わる納付方法（※）
　・しまね電子申請サービス（クレジットカード、ペイジー、PayPay）
　・専用のオンライン申請システム（クレジットカード等）
　・納付書・納入通知書（金融機関窓口・コンビニエンスストアで現金納付、ペイジー）
　・申請窓口での納付（クレジットカード等　＊現金で納付できる場合もあります。）

※手続きにより使用できる納付方法が異なります。詳しくは、順次、県のホームページ等でお知らせします。

島根県収入証紙廃止 検索
【問い合わせ先】
　島根県出納局審査指導課
　☎ 0852-２２-6325

【ホームページ】

便利だナン！

色んな情報を

見ることができて

邑南町公式アプリは、防災無線の内容など、身近なお知らせを
スマートフォンで確認できるアプリです。

【島根県税務課からお知らせ】　地震で被害を受けられたみなさまへ

【問い合わせ先】　島根県西部県民センター　　☎ 0855-29-5523

令和 8年島根県東部を震源とする地震により被害を受けられたみなさまに、心からお見舞い申し上げます。
災害により被害を受けた場合には、次のような制度があります。まずは最寄りの県民センターの窓口へご
相談ください。
県税 申告書等の提出期限・納税の期限の延長制度

　　災害のやんだ日から２月以内を限度として延長されます
納税の猶予制度
　被災されたために納付することができないと認められるときは、納税が一定期間猶予されます

減免制度　　要件に該当する場合には軽減措置があります
自動車税種別割
　・被災した自動車を修繕した場合に、損害の程度に応じて減免されます
　・災害により自動車の運行ができない地域にある自動車について、運行できなかった期間に

　　　応じて減免されます
自動車税環境性能割
　・災害により滅失又は損壊した自動車に代わる自動車の取得に対して、損害の程度に応じて

　　　減免されます
不動産取得税
　・不動産を取得後、災害により滅失・損壊した場合に減免されます
　・被災した不動産に代わる不動産を取得した場合に減免されます
その他の税目（法人県民税・事業税、個人事業税、狩猟税）も減免制度があります
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Eerolla on asiaa

フィンランド出身国際交流員による、フィンランドや邑南町の話

【フィンランド交流派遣事業の振り返り】

　

エ
ー
ロ
さ
ん
に
聞
い
て
み
よ
う

　
　
　

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
よ
も
や
ま
話

第29 回

6
年
ぶ
り
の
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
交
流
派
遣
事
業
が

無
事
に
終
わ
り
ま
し
た
。
生
徒
7
名
と
引
率
者
4

名
を
含
む
派
遣
団
は
、
4
日
間
ヘ
ル
シ
ン
キ
市
と

エ
ス
ポ
ー
市
で
あ
ら
ゆ
る
形
の
交
流
を
し
て
か
ら

邑
南
町
に
帰
っ
て
い
ま
す
。
訪
問
の
中
心
に
あ
っ

た
学
校
訪
問
と
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
体
験
の
中
、
生
徒

た
ち
は
元
気
よ
く
過
ご
し
、
心
を
温
め
る
思
い
出

が
で
き
ま
し
た
。
生
徒
の
2
人
か
ら
の
印
象
は
次

の
通
り
で
す
。

Ｑ
１　

一
番
よ
か
っ
た
こ
と
？

生
徒
１
：
一
つ
目
は
高
校
の
訪
問
。
二
つ
目
は
街

並
み
が
す
ご
く
よ
か
っ
た
で
す
。
大
聖
堂
を
見
に

行
き
た
か
っ
た
の
で
、
中
に
も
入
る
こ
と
が
で
き

て
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

生
徒
２
：
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
で
や
っ
た
ホ
ー
ム

パ
ー
テ
ィ
ー
が
一
番
思
い
出
に
残
っ
て
い
て
一
番

楽
し
か
っ
た
で
す
。

Ｑ
２　

驚
い
た
こ
と
？

生
徒
１
：
学
校
で
の
授
業
は
朝
礼
な
し
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
語
学
が
す
ご
く
堪
能
な
人
は
多
か
っ
た

で
す
。

生
徒
２
：
一
つ
目
は
朝
の
散
歩
中
（
ヘ
ル
シ
ン
キ

中
心
部
、Töölö

湾
）
に
み
た
充
電
が
で
き
る
水

５
月
に
は
エ
ス
ポ
ー
高
生
が
来
日

踊る授業の鑑賞
生徒たちはその一部に参加もできました
【写真提供】えーろ

　

今
年
の
5
月
邑
南
町
を
訪
問
す
る
19
人
の
エ
ス

ポ
ー
高
生
は
4
日
間
積
極
的
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

高
校
訪
問
の
夕
方
、
生
徒
た
ち
は
一
つ
の
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
先
で
ホ
ー
ム
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
い
て
く

れ
ま
し
た
。
ヘ
ル
シ
ン
キ
案
内
に
来
た
5
人
の
う

ち1

人
が
エ
ー
ロ
の
代
わ
り
に
オ
オ
デ
ィ
公
共
図

書
館
を
案
内
し
て
く
れ
ま
し
た
。
も
う
邑
南
町
を

訪
問
す
る
こ
と
、
友
達
に
な
っ
た
邑
南
町
の
生
徒

と
再
会
す
る
こ
と
が
待
ち
遠
し
い
こ
と
が
よ
く
伝

わ
り
ま
し
た
。

　

引
率
者
に
と
っ
て
学
校
訪
問
で
一
番
記
憶
に

残
っ
た
こ
と
は
踊
り
の
授
業
で
し
た
。
17
歳
の
男

女
は
と
も
に
照
れ
る
こ
と
な
く
頑
張
っ
て
踊
っ
て

い
た
こ
と
は
意
外
で
、
そ
し
て
素
晴
ら
し
い
光
景

で
し
た
。「
日
本
に
も
何
か
似
た
よ
う
な
こ
と
が

あ
れ
ば
い
い
な
」
と
い
う
感
想
も
あ
り
ま
し
た
。

　

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
体
験
を
も
っ
と
知
り
た
け
れ

ば
、
7
人
の
生
徒
た
ち
に
ぜ
ひ
声
を
か
け
て
み

ち
ゃ
ん
さ
い
！

ヘルシンキ大聖堂を後ろに、エス
ポー高生と一緒に
【写真提供】えーろ

車
で
す
。二
つ
目
は
ト
イ
レ
の
流
す
ボ
タ
ン（
今

回
の
は
後
ろ
壁
に
付
い
た
大
き
な
ボ
タ
ン
）
で
す
。

Ｑ
３　

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
行
く
方
に
お
す
す
め

し
た
い
こ
と
？

生
徒
１
：
積
極
的
に
自
分
か
ら
英
語
で
話
し
か

け
て
み
て
く
だ
さ
い
。
英
語
が
で
き
れ
ば
人
と

人
の
距
離
が
短
く
な
る
の
で
、
し
っ
か
り
勉
強

し
て
あ
る
程
度
で
き
て
か
ら
な
ら
も
っ
と
楽
し

め
る
と
思
い
ま
し
た
。

生
徒
２
：
学
習
会
の
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
語
を
よ
く

学
ん
で
く
だ
さ
い
。「
Ｋ
ｉ
ｉ
ｔ
о
ｓ
（
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
語
で
「
あ
り
が
と
う
」）」
な
ど
を
使
う

場
面
は
何
回
も
あ
っ
て
、
練
習
し
て
便
利
だ
っ

た
と
実
感
し
ま
し
た
。

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
交
流　

生
徒
の
感
想
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　紹介所は産業支援課内にあり、午前８時30分から午後５時まで毎日相談に応じています。（土日祝日を除く）

邑南町無料職業紹介所 求人情報

事業所名 職　種 内　容 年齢 備　考

(有 )矢上石油［矢上］ 従業員 ガソリンスタンドの販売員 不問 普通自動車運転免許（必須）
危険物取扱者乙種（あれば尚可）

（株 )プロテクノサポート
［北広島町］ 清掃業務 千代田サンクスショッピングセンター

内の清掃業務 不問

（株 )チヨダコーポレーション
［北広島町］

製造作業 設備機械で縫製作業によるマットレス
の製造

59歳
以下 普通自動車運転免許（必須）

材料ピッキング運搬
と製造作業

倉庫内での材料をピッキングし４ｔト
ラックで工場へ運搬

59歳
以下 中型自動車運転免許（必須）

出荷準備・仕分け積
み込み作業

倉庫内でベッドフレームやマットレ
スのピッキング、商品管理、積み込
み作業他

59歳
以下

普通自動車運転免許（必須）
中型自動車運転免許（あれば尚可）

工業用ミシンでの補
修作業 ミシンでのめとび補修作業 59歳

以下

最新の邑南町の求人情報はハローワークインターネットサービスをご利用ください。
https://www.hellowork.mhlw.go.jp/index.html人人 情情

ハローワークハローワーク
報報求求

【問い合わせ先】邑南町無料職業紹介所 1 95-2565（産業支援課内）　IP 3020

知
っ
と
る
？
脱
炭
素

省
エ
ネ
と
は
『
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
』
の
略

で
、
石
炭
や
石
油
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
資

源
が
枯
渇
す
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
、
必

要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
効
率
的
に
使
う
こ
と

を
い
い
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供
給
確
保

と
地
球
温
暖
化
防
止
に
効
果
が
あ
り
ま

す
。
家
庭
で
も
で
き
る
省
エ
ネ
と
し
て
、

省
エ
ネ
家
電
へ
の
買
い
替
え
や
省
エ
ネ
行

動
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

省
エ
ネ
と
は 第

3 2
回　

家
庭
で
で
き
る
省
エ
ネ

省
エ
ネ
家
電
へ
の
買
い
替
え

家
電
製
品
の
多
く
は
、
経
年
劣
化
に

よ
り
、
購
入
当
初
よ
り
電
気
代
が
か
か

り
、
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
が
増
加
す

る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

近
年
の
家
電
製
品
を
は
じ
め
と
す
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
消
費
機
器
は
、
効
率
が
大
幅

に
向
上
し
て
い
る
た
め
、
省
エ
ネ
性
能
に

優
れ
た
家
電
に
買
い
替
え
る
こ
と
で
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
消
費
を
抑
え
、
電
気
代
の
節

約
が
で
き
ま
す
。

エ
ア
コ
ン
・
冷
蔵
庫
・
冷
凍
庫
・
テ
レ

ビ
・
照
明
器
具
等
の
家
電
の
買
い
替
え

を
検
討
さ
れ
る
際
の
指
標
の
ひ
と
つ
と
し

て
、統一省
エ
ネ
ラ
ベ
ル
が
あ
り
ま
す
。
統

一
省
エ
ネ
ラ
ベ
ル

は
、
省
エ
ネ
性

能
を
星
の
数
や

年
間
目
安
電
気

料
金
で
わ
か
り

や
す
く
表
示
し

て
い
て
、
買
い
替

え
の
参
考
に
な

り
ま
す
。

省
エ
ネ
行
動

普
段
の
生
活
の
中
で
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

効
果
が
あ
る
工
夫
（
省
エ
ネ
行
動
）
は
数

多
く
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
人
感
セ
ン
サ
ー
機
能
を
活

用
し
点
灯
時
間
を
抑
制
す
る
、
生
活
に

合
わ
せ
て
明
る
さ
を
調
整
す
る
、
照
明

器
具
を
掃
除
し
無
駄
な
電
力
の
削
減
を

す
る
な
ど
で
す
。
他
に
も
、
家
族
が
続

け
て
入
浴
す
る
よ
う
に
す
る
、
冷
蔵
庫

に
物
を
詰
め
込
み
過
ぎ
な
い
よ
う
に
す
る

等
複
数
の
省
エ
ネ
行
動
が
あ
り
ま
す
。
省

エ
ネ
行
動
は
お
金
を
か
け
ず
に
着
実
に
取

り
組
め
る
内
容
で
あ
り
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ

の
効
果
は
小
さ
い
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、

積
み
重
ね
る
こ
と
で
、
大
き
な
効
果
を
も

た
ら
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

統一省エネラベル
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【ポイント交換窓口・問い合わせ先】
　医療福祉政策課
　　☎ 95-1115　(IP 3008)
　瑞穂支所窓口グループ
　　☎ 83-1121　(IP 5000)
羽須美支所窓口グループ　

　　☎ 87-0221　（IP 6500）

こ
ん
に
ち

こ
ん
に
ち
はは
! !! ! 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
すす

「きらり おおなん いきいき 活動」 ポイント交換のお知らせ

 「きらり・おおなん・いきいき活動」のポイント交換
を下記の日程で行います。ポイント交換をしていない
活動回数が 10回以上の方であればポイント交換がで
きます。年度内の交換は上限 5,000 円分です。
ポイントは、邑南町商工会商品券、または「おおな
んさくらカード」のポイントに交換できます。

ポイント交換の流れや申請方法はお持
ちの「ボランティア手帳」に掲載してい
ますので、ご一読ください。

〇ポイント交換受付期間
令和8年 2月24日（火）～３月6日（金）

〇交換時にご持参いただくもの
・ボランティア手帳
・おおなんさくらカード（ 交換希望者のみ）
・本人確認のできる証明書（免許証・マイナンバーカード等）

人権ひとくちメモ

貯まったポイントを交換します！

●邑南町「人権尊重の町」宣言
　すべての国民は、日本国憲法のもとに基本的人権が
保障され、自由で平等な社会の実現を願っています。
しかしながら、現実の社会においては、今なお差別や
偏見などによるさまざまな人権問題が存在していま
す。
すべての人が幸せに生きるためには、お互いの人権を
尊重しあうことが必要不可欠であり、その努力をして
いかなくてはなりません。
よって、私たち町民一人ひとりが自らの人権意識を高
め、すべての人々の人権が守られ、差別や偏見のない
明るく住みよい社会を築くため、邑南町を「人権尊重
の町」とすることを宣言します。
平成 17年 3月 22日

島根県邑南町

　邑南町は、「人権尊重の町」を
宣言しています。
　人権とは、一般的に「人間が人
間らしく幸せに生きていくための
権利」といわれており、人権は、
私たち一人ひとりの生命や自由・
平等を保障し、日常生活を支えて
いる大切な権利です。
　「人権尊重の町」の実現のため
には、私たち一人ひとりが日頃か
ら人権の大切さについて考え、行
動していくことが大切です。

【邑南町「人権尊重の町」宣言について】
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お知らせ
　このコーナーは、皆さんの暮ら
しに役立つ情報を掲載していま
す。詳しい内容は、それぞれ問い
合わせください。

　島根県内の特定の産業に適用される「特定最低賃金（産業別）」５業種について下記の通り改定されます。

特定最低賃金（産業別）のお知らせ

発生 死者 傷者

邑智郡
1月 １件 0人 ３人
前年比 １件 0人 ３人

邑南町
1月 １件 0人 ３人
前年比 １件 0人 ３人

石見地域 1月 0件 0人 0人
瑞穂地域 1月 １件 ０人 ３人
羽須美地域 1月 ０件 ０人 ０人

1 月 交通事故発生状況 ３月の納税
 ◎国民健康保険税（第 12期）

納期限　3月31日（火）
 ～４月の納税～
　固定資産税（第１期）
　国民健康保険税（第 1期）

ヒキガエルの産卵を観察しよう！
早春、まだ冬の寒さが残るころヒキガエルの鳴き声が聞こえ始めます。
それはオスがメスを呼ぶ繁殖のサイン。井原のため池でもその鳴き声

が聞こえてくる時期です。ヒキガエルの魅力に触れてみませんか。

　【日　時】
　　３月７日（土）　10時～12時
　　雨天・荒天の場合は８日（日）に順延
【集合場所】
　　井原公民館
　【参加費】
　　無料

【定　員】
　３０人
【申込締切】
　３月5日（木）　
【申込・問い合せ先】
井原公民館（☎95-0301）
瑞穂ハンザケ自然館（☎83-0819）

特定最低賃金　 時間額　 効力発生日　
製鉄・製鉄圧延業、鉄素形材製造業 1,163 円 R7.12.13
はん用機械器具、生産用機械器具、業務用機械器具製造業 1,134 円 R7.12.19
電子部品・デバイス・電子経路、
電気機械器具、情報通信機械器具製造業
自動車・同附属品製造業 1,094 円 R7.12.28
自動車（新車）小売業 1,069 円 R7.11.26

問　　島根労働局労働基準部賃金室　　☎0852-31-1158

井原診療所の閉院について

　昭和２２年に開院されて以降、
長い間皆さんにご利用いただきま
した井原診療所ですが、令和８年
３月末をもって閉院することとな
りました。　
　これまで長年に渡りご愛顧いた
だき誠にありがとうございました。
問町民課　　☎95-1114

1,058 円 R7.12.14
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※おおなんケーブルテレビ（11ch）データ放送、邑南町公式アプリにも掲載しています。

３ 月 の ご み 収 集 日３ 月 の ご み 収 集 日
羽須美地域 瑞穂地域 石見地域

燃えるごみ 毎週 月・木 毎週 火・金 毎週 火・金
プラスチック 毎週 火 毎週 月 毎週 月

紙 ４日（水）・18日（水）
ペットボトル 11日（水）・25日（水）

ビン・カン
古紙類・不燃ごみ
（月１回）

24日（火）
戸河内・口羽・上田

18日（水）
市木・上田所・四つ葉・中組住宅

26日（木）
井原・中野

19日（木）
亀谷・下田所・鱒渕・西鱒渕・出羽

27日（金）
矢上25日（水）

雪田・阿須那・宇都井 23日（月）
高原・布施

30日（月）
日和・日貫

粗大・有害ごみ
（年２回）
休日直接搬入
（家庭ごみのみ） 15日（日）９時～16時

保　

健　

課　
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１
１
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３　
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０
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‐
０
２
２
１　
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６
５
０
０

こころの調子は大丈夫ですか？

保健師による健康相談（対面・電話）
　役場保健課の保健師が、体やこころの健康、生活への不
安や悩みなどの相談をお受けします。
■時　間：平日8：30～ 17：15　■連絡先：役場　保健課
■場　所：役場瑞穂支所 保健課   
　※ご希望に応じて、自宅やお近くの公民館等に出向くこともできます

【その他の相談窓口】

　　

春先の 3～ 5月は寒暖差による体調不良、卒業や入学、就職や異動など、新しい環境に
適応するために心身の負担が大きくなりやすい時期です。普段より大きなストレスを感じたり、
こころの疲れが溜まってくると「こころの SOS」が出てきます。
もし、こころの SOSに気づいたら、こころが休まる時間をつくりましょう。悩みや不安を抱

えて気分が落ち込んだり、どうしたらいいか分からない時は、家族や友人・同僚など身近な
人にあなたの気持ちを話してみませんか。話すことで気持ちが整理できたり、解決策を見つ
けられることもあります。

こころのSOS
・眠れない　・集中できない
・不安やイライラをよく感じる
・なにもする気になれない

こころが休まる時間をつくる
・睡眠をしっかりとってからだを休める
・自分の好きなことをしてリフレッシュする

臨床心理士によるこころの健康相談
　本人やご家族、職場の健康管理者など、どなたでも利用できます。
■日　時：3月2日（月）　14：00～ 16：00
■予約先：役場　保健課
■場　所：健康センター元気館　
■予約期間：２月９日（月）～２月２４日（火）

３月は自死対策強化月間です～知らせてほしい、こころのSOS ～
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 公的年金等の源泉徴収票は再交付できます

電話での申請▶▶   ねんきん自動音声送付受付サービス　☎ 050-3319-3152
　　　　　　　　 　浜田年金事務所　　　　　　　　   ☎ 0855-22-0670
　　　　　　　　　　※基礎年金番号が分かるものを手元に用意して電話してください。
　　　　　　　　　　※電話による申請の場合、受付から発送まで２週間程度かかります。

浜田年金事務所での申請▶▶　下記の書類を持参してください。

本人が申請する場合
・年金手帳、年金証書など日本年金機構が送付した基
礎年金番号が分かる書類
・本人確認ができる書類（※）

本人以外（代理人）が
申請する場合

・本人の年金手帳、年金証書など日本年金
　機構が送付した基礎年金番号がわかる書類
・委任状
・代理人の本人確認ができる書類（※）

令和７年中に厚生年金、国民年金等の老齢または退職を支給事由とする年金を
受け取った方へ、令和７年分として支払われた年金の金額や源泉徴収された所得
税額等をお知らせする「令和７年分公的年金等の源泉徴収票」が日本年金機構か
ら１月上旬～中旬に送付されています。（障害年金や遺族年金は非課税所得のため、
源泉徴収票は送付されません。）
もしも源泉徴収票が見当たらない、紛失したという場合には、ねんきんネットで
の照会や再交付申請のほか、次の方法でも再交付申請ができます。

※本人確認ができる主な書類
◎１つの提示で足りるもの
運転免許証、個人番号カード
身体障害者手帳など

類

◎２つ以上の提示が必要なもの
資格確認書、年金手帳、介護保険の被　
保険者証、年金額改定通知書など

誕生日おめでとうとお悔やみについては、個人情報に配慮し掲載を控えさせていただきます。
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図書館だより
図書館本館☎ 83-1760　IP4500
羽須美分館☎ 88-0001　IP6000
石 見 分 館☎ 95-1044　IP2400

＜３月の行事予定＞
１６日（月）　ストーリーテリング勉強会（石見分館）
２１日（土）　おはなし会（本館）

新新  刊刊  案案  内内
「カフェーの帰り道」
　嶋津輝 /著　東京創元社（直木賞）

「分水」
　今野敏 /著　新潮社

「豊臣家の包丁人」
　木下昌輝 /著　文藝春秋　

「八州の風手控え帳」
　あさのあつこ/著　文藝春秋

「探偵小石は恋しない」
　森バジル/著　小学館

「がんと生きる」
　落合恵子/著　朝日新聞出版

「カウンセリングとは何か」
　東畑開人/著　講談社

　インターネット、携帯電話から検索・
予約ができます。
　右の二次元バーコードから携帯サイ
トへアクセスできます。

BOOKシェアー
本好きの皆さんからの熱いメッセージを紹介します。

『普天を我が手に　１～３部』
奥田英朗 /著　講談社
昭和がどんな時代だったか、

４人の人生を描くことでよくわ
かるお話です。
１部は、昭和元年に生まれた
４人の赤ん坊の親の視点で戦争
に向かっていく日本を、２部は４人の若者たちの見
た戦争を、３部は４人が生きる高度経済成長の日
本を描いています。
４人の主人公が、それぞれ面白くて、長～いお
話ですが、どんどん読めます。さすが奥田英朗さ
んです。（本好きばあさん）

２０２5図書貸出数ランキング

１位（28回）
「猫の刻参り」宮部みゆき/著 新潮社
２位（22回）
「国宝上・下」吉田修一/著　朝日新聞出版
３位（21回）
「禁忌の子」山口未桜/著　東京創元社
４位（20回）
「カフネ」阿部暁子/著　講談社
５位（18回）
「青い壺」有吉佐和子/著　文藝春秋　
「星の教室」髙田郁/著　角川春樹事務所

一般書 児童書

１位（20回）
『アンパンマンとすいぞくかん』
　やなせ　たかし／著　フレーベル館
２位（15回）
「しろくまちゃんのほっとけーき」
　わかやまけん/著　こぐま社
３位（13回）
「あさになったのでまどをあけますよ」
　荒井良二/著　偕成社
「いらいらばいばい」
　つむぱぱ/著　鈴木出版
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※広報おおなんは、環境にやさしい植物油インク
と再生紙を使用しています。

人口の動き
（令和8年1月31日）

前月比 前　年
同月比

男　／ 4,466 人 -8 -81
女　／ 4,825 人 -6 -73
計　／ 9,291 人 -14 -154

世帯数／ 4,551 世帯 +2 -50
　　　　　　65歳以上の割合 46.2％

※住民基本台帳人口（外国人含む）を使用しています。

　令和７年４月生まれの赤ちゃん募集中 !!　令和７年４月生まれの赤ちゃん募集中 !!
広報おおなん 4月号のこのコーナーに掲載希望の方は、ホームページから申し込んでいただくか、
下記までお問い合わせください。
【応募締め切り】　令和8年３月19日（木）
【問い合わせ先】　情報みらい創造課 ☎ 95-1126（IP 3000）
【ホームページ】　https://bit.ly/3cGVVjj

フィンランド共和国交流派遣事業報告会
１月２４日、「フィンランド共和国交流派遣事業」でフィ
ンランドを訪問した、矢上高校と石見養護学校の生徒７
名の報告会が田所公民館で行われました。
フィンランドでは、エスポー高校への訪問、授業の
体験や交流、ホームステイなどが行われました。
派遣された生徒たちはフィンランドの学校生活や人
権、デザインなど、自ら掲げたテーマに沿って学びを
深め、その成果を中心に報告を行いました。
多くの生徒たちが印象的だったこととして、「フィンランドの学生は学ぶ意欲が高く、さまざま

な事柄について自らの考えを求められることが多かった」と話していました。フィンランドの高校
では生徒自身が興味ある内容を選択し学ぶ授業スタイルとなっており、そういった背景も影響し

ているようです。
会場からは、「なかなかこういった体験は出来ないので、非常に
良い経験をされたと思う。今後の人生でも、今回学んだ広い視野
を活かして、いろいろな人と関わりを持っていって欲しい。できれ
ばいつか得た経験を故郷の邑南町でも活かしてほしい」と生徒達
の将来へ期待を寄せる声があがりました。
今年の５月にはエスポー高校生達が邑南町に来訪する予定で　

　　　　　　　　　　　　　 す。温かい歓迎をお願いします。

報告発表を行う和田さん

会場からの質問に回答する品川さん


